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第５回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

平成28年２月22日(月曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時６分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ４ その他 

                   

出席委員(16人) 

委 員 長 森   浩 二 

        副委員長 山 口   裕 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 下 栄 一 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 楠 本 千 秋 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 島 崎 征 夫 

交通政策・情報局長 福 島 誠 治 

      地域振興課長 横 井 淳 一 

交通政策課長 藤 井 一 恵 

交通政策課政策監 小金丸   健 

土木部 

部 長 猿 渡 慶 一 

道路整備課長 宮 部 静 夫 

道路保全課長 高 永 文 法 

都市計画課長 松 永 信 弘 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 森   博 昭 

 警察本部 

交通部長 髙 山 広 行 

交通規制課管理官 荒 木 健 司 

                   

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 春 日 潤 一 

     政務調査課主幹 池 田 清 隆 

                   

  午前９時59分開会  

 

○森浩二委員長 ただいまから、第５回高速

交通ネットワーク整備推進特別委員会を開催

いたします。 

 それでは、島崎企画振興部長に、執行部を

代表しての挨拶及び概要説明をお願いしま

す。 

 

○島崎企画振興部長 委員会開会に当たりま

して、執行部を代表して、本委員会の付託案

件の概要について御説明申し上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、南九州西回り自動

車道の芦北インターチェンジ－津奈木インタ

ーチェンジ間約７．７キロメートルが、平成

28年２月27日に供用開始することが公表され

ました。このようにそれぞれの路線において

着実に整備が進められているところでござい

ます。引き続き各路線の早期整備に向けて要

望活動等を行ってまいります。 
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 次に、航空路線の利用促進についてです

が、10月の台湾高雄線に続き香港線が12月14

日に就航し、当日は香港航空との共催で、就

航記念式典及びレセプションを開催し、香港

側の関係者とともに、県議会や経済界等から

200名近くの参加をいただき、香港との交流

づくりに向けた機運を大いに高めることがで

きました。３路線となった国際線について、

今後、安定的な利用となるよう、外国人観光

客の誘客や幅広い分野での交流に取り組んで

まいります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港へのアクセス改善につき

ましては、空港アクセス全体の現状等を踏ま

えながら、今後の対忚策について検討してま

いります。 

 その他、公共交通機関の利用促進などを進

めながら、交通ネットワークの強化に取り組

んでまいります。 

 なお、昨年４月から運用されている熊本地

域振興ＩＣカード、通称「くまモンのＩＣカ

ード」が使用できる県内のバス・電車等にお

いて、スイカなどの全国相互利用カードが利

用できる片利用機能システムが、来る３月23

日から導入される予定です。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げますので、御審議のほど何とぞよろしく

お願いいたします。 

 

○森浩二委員長 それでは、議題(1)執行部

から事業概要の説明を受け、その後質疑を受

けたいと思います。 

 説明につきましては簡潔にお願いします。 

 では、執行部から説明をお願いします。 

 

○宮部道路整備課長 道路整備課でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 申しわけございませんが、着座にて御説明

させていただきます。 

 お手元の資料で、前回、12月の委員会資料

から変更した箇所を中心に、簡潔に御説明さ

せていただきます。変更部分につきましては

資料にアンダーラインを引いておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

 Ⅰの高速交通体系に関する件について御説

明申し上げます。 

 まず、６ページをお願いいたします。 

 上段に記載しております九州縦貫自動車道

の今後の取り組みについて御説明します。 

 １つ目の白丸の宇城氷川スマートインター

チェンジです。 

 アンダーラインのところですが、アクセス

道路のうち未供用であった氷川町道吉本本山

線につきましては、今月の26日に待望の開通

となります。このアクセス道路が完成するこ

とにより国道３号からの利便性が向上し、周

辺へのさらなるストック効果が期待できると

考えております。 

 続きまして、７ページをお願いいたしま

す。 

 南九州西回り自動車道についてです。 

 ３つ目の丸、芦北出水道路についてです。 

 事業主体の国から、芦北インターから津奈

木インター間約7.7キロメートルが、今週末

の２月27日土曜日に開通すると公表されまし

た。工区間7.7キロメーターが開通すれば約

８分短縮され、八代市から津奈木町までの所

要時間は、西回り自動車道の整備前と比較し

ますと、約26分短縮されることとなります。

生活利便性の向上が期待されます。 

 さらには、デコポン等を初めとする地域特

産物の効率的な輸送が可能となり、より多く

のストック効果が期待されると考えておりま

す。 

 なお、来る27日には開通式が予定されてお

ります。式典には、多くの県議会の先生にお

忙しい中御出席いただくこととなっておりま

す。大変お世話になります。 
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 今後は、平成30年度供用開始が予定されて

おります水俣インターまでの一日も早い開通

を、国に求めてまいります。 

 続きまして、尐し飛びますが、15ページを

お願いいたします。 

 地域高規格道路の有明海沿岸道路（Ⅱ期）

についてでございますが、最下段の白丸をご

らんください。 

 本日夕方、有明海沿岸の熊本県、福岡県及

び佐賀県、３県沿線の各県議会議員による、

有明海沿岸道路等のインフラ整備を促進し、

沿線地域の成長・発展を図るための有明海沿

岸インフラ整備３県議会連絡会議の設立総会

が予定されております。３県議会が一丸とな

って御支援いただけることは、有明海沿岸道

路（Ⅱ期）の早期整備を図るためにも、私ど

も執行部として何よりも心強いことでござい

ます。 

 今後は、この連絡会議とも連携を図りなが

ら、国に対して要望活動を行ってまいりま

す。 

 続きまして、16ページをお願いいたしま

す。 

 各路線の建設促進活動について記載してお

ります。12月の本委員会後の主な活動内容に

ついて御説明いたします。 

 まず、初めに、①の九州中央自動車道に関

する要望活動でございます。 

 アンダーラインのところですが、去る１月

28日と29日に、熊本、宮崎両県の期成会によ

り合同提言活動として、東京と福岡におい

て、国土交通本省、九州地方整備局及び県選

出国会議員に要望を行いました。 

 続きまして、18ページをお願いいたしま

す。 

 ④の熊本天草幹線道路についてでございま

す。 

 昨年12月15日に、平成29年度開通を目標に

整備を進めております大矢野バイパスに必要

となる、平成27年度補正予算の要望を、知事

と議長を初めとして、東京において、自由民

主党本部、国土交通本省及び財務省へ要望活

動を行いました。おかげをもちまして、20億

円という大型補正をいただきました。 

 また、そのほかに九州中央自動車道に５億

円、南九州西回り自動車道に２億円、熊本天

草幹線道路のうち、直轄施工分の熊本宇土道

路に4,000万円の補正をいただきました。大

変お世話になりました。 

 これからも委員皆様のお力をおかりいたし

まして、各路線の早期整備に向けて今後も引

き続き道路整備の必要性を訴えるとともに、

精力的に要望活動を行ってまいりますので、

よろしくお願いいたします。 

 以上で、道路整備課の説明を終わります。 

 

○藤井交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 21ページをお願いいたします。 

 航空路線の利用促進についてです。 

 国内線の振興についての現状、個々の動き

でございますが、東京線、27年４月から12月

の利用者数は167万人で、対前年同期比105％

となっております。一昨年のジェットスタ

ー・ジャパンの成田線就航による効果で利用

者増となりました。 

 大阪線の４月から12月の利用者数は41万人

で、対前年同期比112％です。また、名古屋

線の利用者数は20万人で、対前年同期比10

0％でした。 

 なお、ジェットスター・ジャパンにおきま

しては、同社の収支改善に向けた路線ネット

ワーク全体の再構築の中で、来月27日からの

夏ダイヤで、関西線が運休されることになり

ました。 

 22ページをお開きください。 

 参考－２、阿蘇くまもと空港の定期便就航

状況でございます。国内線の天草エアライ

ン、新機材でありますＡＴＲ42－600、一昨

日、２月20日に就航いたしました。 
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 続きまして、24ページをお願いいたしま

す。 

 参考－４でございますが、先ほど申し上げ

ました国内線路線別の旅客数、利用率を記載

しております。 

 25ページをお願いいたします。 

 国際線の振興についてです。 

 香港線、昨年末、12月14日から週２便の定

期便が就航いたしました。 

 続きまして、資料に記載はしておりません

が、台湾線につきまして、２月６日に台湾南

部で発生した地震につきまして、台南市のビ

ルが崩壊し多くの方がお亡くなりになりまし

た。高雄市においては大きな被害はなく、高

雄線への影響はないと伺っております。旅行

業者からもキャンセルの情報はございませ

ん。なお、県庁１階などで義援金の箱を設置

して募金を行っております。御報告です。 

 26ページでございます。 

 台湾線の関係では、昨年の９月の委員会か

ら別添①の資料「台湾高雄等との経済交流」

等について御説明しております。変更箇所の

み御説明申し上げますので、別添資料①をお

願いいたします。 

 お開きいただきまして、２ページでござい

ます。２月３日から台湾高雄市の日本物産展

への県内企業の参加ということで、高雄市の

百貨店・漢神アリーナショッピングプラザが

主催する日本物産展に、県内企業23社がブー

スを出展いたしました。 

 ３ページでございます。 

 市町村の動向でございます。１月19日から

大津町議会が高雄市議会、高雄市旅行社等を

訪問されています。 

 八代市関係では、１月30日から基隆市に

て、熊本県南美食展ｉｎ基隆市を開催して、

県南地域の企業８社が出展されております。 

 山鹿市でございますが、山鹿市議会がチャ

イナエアライン高雄支店、高雄市旅行社等を

訪問されております。 

 一番下でございますが、球磨郡町村会も高

雄市に視察研修を実施されております。 

 続きまして、５ページでございます。人的

交流等というところの留学生の受け入れ促進

の取り組みについてでございます。留学生を

ふやすために取り組みを調査しましたとこ

ろ、かなり、県、熊本市、大学で共同してこ

ういった取り組みをやっております。留学生

の日常生活に関するさまざまな相談支援や、

海外への熊本の留学情報を提供しております

留学生のためのワンストップ窓口の設置、あ

わせて住居やイベントの有益な情報を、留学

生同士の情報交換、県民との交流を実施しま

すＳＮＳを活用した留学生ネットワークの構

築などに取り組んでおります。そうした中、

参考資料がございますが、留学生の推移とし

て、平成24年度575人が、平成27年度735人に

ふえているところでございます。 

 あわせまして、下のその他でございます。

これも台湾の旅行社を訪問し、積極的に台湾

客を誘致ということで、熊本電鉄や九州産交

グループがみずから動かれておりますが、台

湾旅行社の要望を受けまして、県内のホテ

ル、観光バス、観光列車等の複数の手配を一

つの窓口で実施します「くまもとインバウン

ドワンストップサービス」が、それぞれのグ

ループで開始されております。12月から動い

ているところでございます。 

 下の図の概要でございますが、旅行社から

問い合わせがあったときに答えていくという

システムでございます。 

 資料①の説明は以上ですが、今後も交流が

活発化するよう積極的に支援を行ってまいり

たいと思っております。 

 本資料の26ページにお戻りください。 

 香港線ですが、先ほど部長が申し上げまし

たとおり、12月14日にレセプション等を開催

し、県議会等から多くの方々に参加いただ

き、交流づくりに向けた機運を大いに高める

ことができました。 
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 28ページをお願いいたします。 

 国際線の各路線の利用状況等を記しており

ます。 

 ソウル線でございます。一番右側の欄をご

らんください。４月から12月までの利用実績

は２万4,388人、前年比109.3％、利用率は

60.2％となっております。140人乗りに換算

しますと75.7％となります。 

 台湾高雄線の利用状況でございます。定期

便運航が開始しました10月から12月の利用者

は5,600人で、利用率は61.1％となっていま

す。12月は、１月中旪の台湾総統選挙の影響

などもあり利用率が若干落ちましたが、１月

後半からは70％台に回復していると伺ってい

るところでございます。 

 香港線の状況ですが、12月14日から12月末

までの利用者は1,215人、利用率は69.8％と

なっております。 

 29ページをお願いいたします。 

 チャーター便実績は、昨年度の実績を加え

ましたので、対前年同期比が149.1％となっ

ております。 

 続きまして、30ページをお願いいたしま

す。 

 航空物流機能の強化でございますが、取扱

量は前年比97.3％で推移しております。 

 32ページをお願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港直轄事業の概要の表でご

ざいますが、今年度の執行見込みが決まりま

したので、若干県負担が下がっておるところ

でございます。今議会に減額の補正をしてお

りますが、県負担額は１億7,600万円余にな

る予定でございます。 

 36ページをお願いいたします。 

 空港整備について、アンダーラインのとこ

ろでございますが、現在、空港駐車場を経営

しております空港環境整備協会は、駐車場の

拡張工事を行っておりまして、本年ゴールデ

ンウィーク前の４月20日の供用開始を目指し

ています。拡張にあわせまして、入場後30分

までの駐車料金無料化が開始される予定でご

ざいます。 

 また、県と益城町において、空港南側のア

クセス道路の整備を進めています。 

 別添資料②をごらんください。一枚紙でご

ざいます。「新たなアクセス道路の新設」と

いうことで、県道堂園小森線から新しい出入

り口が今工事をされております。これにあわ

せまして、資料内に拡張工事箇所という記載

がございますが、このあたりを今、空整協が

駐車場を拡張しておりまして、ここに駐車場

の入り口が増設になります。ですから、駐車

場の入り口が空港ビル側と今回増設される南

側と２カ所になるということで、アクセスの

利便性が向上すると考えております。 

 あわせて、空港ビルの前に事前精算機が設

置される予定でございます。そちらで精算が

できることになります。混雑防止のためにも

役立つものと考えております。 

 それでは、42ページをお願いいたします。 

 都市圏交通政策の主な取り組みのところで

ございますが、阿蘇くまもと空港へのアクセ

ス改善というところで、空港ライナーの運行

を行っておりますが、運行開始から本年１月

まで、延べでは28万9,459人、27年度は７万

7,000人の利用をいただいております。 

 １月までの１日当たりの利用者数は252人

となっております。 

 なお、１月24日、大雪の際には、夕刻に空

港リムジンバスが運行を見合わせる中、空港

ライナーはスタッドレスタイヤをはいて、最

後まで運行を続けることができました。空港

にいらっしゃった多くの方々を肥後大津駅に

送り届けることができました。 

 43ページをお願いいたします。 

 今後の取り組みのところですが、空港アク

セス全体の検討ということで、空港アクセス

全体の現状等については、資料③を用意させ

ていただきました。今委員会で現状等で検討

しているところがあったら説明してほしいと
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いうことでございましたので、別添資料を作

成しました。簡潔に御説明いたします。 

 １ページが利用者のデータ分析でございま

す。総括に記載しておりますように、空港の

利用者は18年度がピークでございましたが、

その後下がりまして、25年度に増加に転じ

て、25年度には300万人台を回復。 

 出発地割合からは、空港利用者総数は増加

しているものの、県外からの利用者増によ

り、全体では県内各地の利用者割合は減尐し

ております。県外からの利用者がふえている

ということでございます。 

 アクセス分担率につきましては、自動車が

大半を占めておりますが、レンタカーの割合

の伸びが大きいところでございます。 

 ２ページ、３ページでございます。 

 こちらで全体のアクセスの状況を示してお

りますが、３ページの図をごらんください。

黄色で示しております空港へ直行する公共機

関としては空港リムジンバス、八代市からの

直行バス・すーぱーばんぺいゆ、あわせてほ

ぼ県内全域を網羅する鉄道ネットワークと阿

蘇くまもと空港を直結させるための最短のア

クセスということで、空港ライナーという形

でございます。そういう公共機関がないとこ

ろは自動車が中心のアクセスという状況で

す。 

 県南と県北では、福岡空港とか鹿児島空港

を利用される方もいらっしゃるということで

ございます。 

 各地域ごとに、４ページから14ページは、

一定の条件のもと、例えば８時台の時刻表な

どで、公共交通機関でのアクセス手段、所要

時間、料金を記載しております。主な課題等

についても下に記載しているところでござい

ます。説明は割愛させていただきます。 

 15ページをお開きいただけますか。 

 空港アクセスの現状を踏まえた課題等と記

しておりますが、先ほど冒頭でも申し上げま

したが、大半が自動車利用が多いものですか

ら、時間帯によっては空港駐車場の満車、混

雑が発生しています。熊本市内とのアクセス

については、空港直結のバスがありますが、

朝夕の混雑時については、定時性・速達性が

確保できない場面があります。あわせて鉄道

ネットワークを利用してリムジンバス、空港

ライナーを乗り継いでの利用も可能な地域が

多くありますが、乗り継ぎ回数や所要時間の

利便性に欠く場合もございます。 

 そういった課題等があるということでござ

います。本文の43ページにお戻りください。 

 そういう中、アンダーラインの２行目から

ですが、空港直行バス等の定時性・速達性の

確保に向け、熊本市内からの複数ルートでの

検証などを行ってきており、２月20日から、

熊本電気鉄道を利用した御代志駅からのルー

トも検証させていただいております。 

 詳細は､先ほどの別添資料の16ページに参

考として記載しております。後でごらんくだ

さい。 

 インバウンド等の増加に伴い、人の流れも

大きくしてきている中で、また福岡空港の利

用者も多い県北地域からの利用促進に向けた

検討課題などもあります。 

 こうした既存ルートの利活用に向けたＰＲ

を行うとともに、今後も各地域からの空港ア

クセス・ニーズ等を踏まえて、さらなる強化

策などを検討していく考えでございます。 

 続きまして、44ページをお願いいたしま

す。 

空港ライナーの運行でございますが、平成

23年10月から試験運行を開始しております空

港ライナーは、当初の目標で１日200人とし

ておりましたけども、今年度初めて、すべて

の月において達成しました。 

 運行費用につきましても、本年度からＪＲ

九州にも参加いただく形になりまして、官民

が協働して運行する体制づくりが進んでおり

ます。 

 また、大手検索サイドあたりでも他の公共
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機関と同様に表示されるなど、全国的に認知

が進んできておりまして、新規航空路線の誘

致にも効果を発揮しております。 

 今回骨格予算でございますので、３カ月間

現行の無料運行を継続することとしておりま

す。 

 45ページをお願いいたします。 

 真ん中のところにＩＣカードの記載があり

ますが、昨年４月から運用されております熊

本地域振興ＩＣカード、通称「くまモンのＩ

Ｃカード」が使用できる県内バス・電車にお

きまして、スイカなど全国相互利用型のカー

ドが利用できる片利用機能システムが、来る

３月23日から導入される予定です。 

 ちょっと長くなりましたが、説明は以上で

す。よろしくお願いいたします。 

 

○宮部道路整備課長 済みません。私の説明

の中で１つ間違っていましたので、訂正をさ

せていただきたいと思います。 

 ６ページのところで、宇城氷川のスマート

インターチェンジのところで、説明で、今月

の26日に供用予定という説明をさせていただ

きましたが、実際この記載のとおりで、来月

の、３月の26日の供用予定でございます。訂

正をお願いいたします。 

 

○森浩二委員長 以上で執行部からの説明が

終わりましたので、質疑に入ります。何かあ

りませんか。 

 

○髙木健次委員 ２点お伺いをしたいと思い

ます。 

 ６ページですね、今宮部課長のほうからお

話がありましたあれじゃなくて、北熊本スマ

ートインターチェンジのことについてお尋ね

しますが、この件については毎回私のほうも

質問させていただいておりますが、今回は特

に23年度からの５カ年計画で、今年度、27年

度が完成予定でしたけれども、最終年度にと

うとうできなかったということで、これが最

終年度ということになりますので、その点で

ちょっとお伺いしますけれども、現在どのよ

うな状況になっているのか。 

 先般の新聞報道等を見ますと、熊本市が推

進をすると、予算化もしているようでありま

すが、今後熊本市がどのようにこの事業に対

して考えているのかを、わかったら教えてく

ださい。 

 

○宮部道路整備課長 今髙木委員が申された

とおり、熊本市が今月の15日に、28年度の当

初予算ということで公表された中に、北熊本

スマートインターにつきましての整備をする

ということで、予算の計上はされておりま

す。 

 あと、また同日に、熊本市の市長の定例記

者会見も実は開催されているようでございま

して、その中でも、熊本市長は地元の地権者

に御理解と御協力をいただきながら、早期に

着手をしていきたいと。さらに国、NEXCO

など関係機関と連携をとりながら、この事業

については進めていくという発言をされたと

聞いております。 

 熊本市におかれましては、確かに今委員が

言われましたとおり27年、ことしが最終年度

になっておりますが、熊本市としましては、

引き続いて事業を進めていかれるという趣旨

のもとに考えておられると、私どもとしては

考えております。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 今の話では、進めていくと

いう方向は出ているというふうに思いました

けれども、では今後熊本市が具体的にどのよ

うなことをやっていくのか。事業計画を変更

するということは、地区協議会も開かなけれ

ばならないというふうに思うんですが、それ

がいつの時点で地区協議会というものを計画

しているのか、その辺についてはいかがです
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か。 

 

○宮部道路整備課長 実際のところ、いつ地

区協議会といわれるものを開くと考えている

かということは、私どもに対しては、熊本市

からは現在のところ、示されておりません。 

 ただ、この協議会を開くに当たってまず事

業計画を変更しないといけないんですが、熊

本市さんは国土交通省の本省のほうと今協議

をされていると聞いております。その協議が

整い次第、協議会を開かれると考えていま

す。 

 現在は、その詰めの段階と聞いております

ので、近いうちには開かれるものと考えてお

ります。県としましてはこれまで同様で、地

区協議会を開催するに当たりましても、技術

的な助言や情報提供については、しっかりと

やっていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 今までの５年間、用地交渉

が一筆もできなかったということで、非常に

ゆゆしき問題だったと思うんです。ただ、熊

本市も５年間何もせぬだったわけじゃないと

思いますけども、特にこのスマートインター

の詳細設計、あるいはいろんな調査もある程

度できておるんですね。でき上がって、予算

もそれだけつぎ込んでいるし、ですから５年

間何もなかったということじゃなくして、そ

ういうことである程度の基礎のことはできて

いるわけですから、あとは地権者との交渉だ

けなんですね。これは非常に積極的に熊本市

が取り組んで今後いかないと、また同じ二の

舞になったらどうしようもない。 

 ですから、５年間の計画でやれなかった、

だから今後また事業計画を見直してまた５年

間をかけてやるということではなくして、基

礎はできているわけですから、５年間ではな

くして３年間で、どんなに最長、長くても３

年間、やり遂げるというぐらいの覚悟がない

とやっぱり難しいと思うんです。 

 この辺について要望をしておきますけれど

も、３年間でぜひ完成をさせてほしいとい

う、今までのある程度の事業をやってきてい

るわけですから、この辺を強く要望しておき

たいというふうに思っております。 

 これは特に、私の地元の合志も関連してい

るんですけど、それなりの負担を払うという

ことでも決着をしているということでありま

すので、またこの辺の協議も、事業費がこの

前お話をしたように、上がったら負担金も、

それぞれの市が負担金も違ってくると、この

辺の詰めの段階もしっかりと協議をしていた

だいて、今言ったように３年間で、最長３年

間で完成をさせるという意気込みを、熊本市

は持ってほしいというふうに思っております

ので、今後県のほうもこの件については極

力、しっかりと熊本市のほうに進言、提言を

していただきたいと要望しておきたいという

ふうに思っております。 

  それからもう一つですけども、説明にはな

かったんですけど交通政策課、熊本空港への

アクセスについては、今まで熊本リムジン、

42ページですかね――に関しますけれども、

空港リムジン、あるいは空港アクセスについ

てはすーぱーばんぺいゆ、そしてＪＲからの

空港ライナー、３つの空港へのアクセスが開

設をされておりますよね。先般ちょっと新聞

に出たんですけれども、合志から県北、要す

るに県北の交通アクセスをよくするために、

利便性のために、名前何だったですかね、北

熊本エアポートバス、これが開設をされると

いうことで、正確には２月の20日からという

ことですからおとといですかね、開設したん

ですね。 

 

○藤井交通政策課長 はい、試験運行です。 

 

○髙木健次委員 試験運行を。駅も途中３カ

所か４カ所県北を通って、特に光の森を経由
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しないで最短距離、最短の時間で行ける道路

というものが、路線というものが決定をし

て、20日から運行されているということであ

りますが、事業費が約300万円ですかね。た

だ、これが１か月間は今言われるように試験

運転ということですが、ＪＲ大津から出る空

港ライナーも年々利用者が多くなって、乗客

の皆さんから、空港を使われる方からは好評

になってきているということですが、これは

20日からですから２日間しか走っておりませ

んけど、始まったばっかり、２日間の状況が

わかったら教えてほしいことと、１カ月でや

めるのか、状況を見ながらということですか

ら非常に難しいんじゃないかなと思いますけ

ど、できればその辺の状況を課長のほうから

お伺いしたいと思います。 

 

○藤井交通政策課長 今回の実証実験は、空

港の利用が割合に多い熊本市内とのアクセス

について、いろいろ混雑状況等がございまし

たので、別ルートはないかということで運行

会社に相談しましたところ、熊本電鉄さんの

ほうが、この線が可能性があるんじゃないか

という提案を受けまして、事業者と協働で試

験運行をさせていただいているところでござ

います。 

 こちらにつきましては、委員おっしゃった

ように、沿線に企業群がたくさんございま

す。工業団地等もございますので、企業群の

熊本空港利用というのもあわせて促す契機に

もなるかなということでございまして、今も

例えば合志企業連絡協議会であるとか、ＪＴ

であるとか、あと自衛隊であるとか、そうい

ったところの利用促進に向けて、情報提供を

積極的に行っております。 

 事業者のほうも可能性を見極めながら、継

続運行も検討していきたいということもおっ

しゃっていますので、一緒になって情報提供

を積極的にやっていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 

○髙木健次委員 今課長が言われたように、

この沿線には企業が集積をしているというこ

とで、企業からすれば、企業以外にも一般の

方々からしても、非常に喜ばれる路線であろ

うというふうに思います。ですから、ぜひ続

けてほしいというふうに思っておるんですけ

ども、今さっき２日間の状況について……。 

 

○藤井交通政策課長 ２日間ではないんです

けど、土曜日の利用状況では、二十数名とい

うことで伺ってきておるところでございま

す。 

 

○髙木健次委員 １日10往復ですたいね、こ

れは。 

 

○藤井交通政策課長 はい。10往復で二十数

名でございます。済みません。（笑声） 

 

○増永慎一郎委員 今の段階から言えば、企

業が休みだったけんな。 

 

○髙木健次委員 非常に尐ないかなと思いま

すけれども、課長から言われたように、この

周辺には企業もいっぱい、ＪＴもあるし、工

業団地もあるし、セミコンもあるしですね、

たくさんの企業があるという関係で、受け入

れからすれば非常に大きな成果が出てくるん

じゃないかなというふうに思っておりますの

で、これは１カ月の様子を見なくとも、継続

をしていくということは今の段階ではできま

せんか。（笑声） 

 

○藤井交通政策課長 これは事業者と協働で

やっておりますので、事業者のほうの見極め

というところも大事な参考になりますので、

そういったところも含めて……。ただ、電鉄

側のほうも可能性のある路線ではないかとい

うことを期待しているということは聞いてお
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りますので、そういった面からしますと、や

はり委員もおっしゃっているように、企業さ

んにどう使っていただくかということも大事

だと思いますので、しっかりＰＲをしていき

たいと考えているところでございます。 

 

○池田和貴委員 今の北熊本エアポートバス

について、関連してなんですけど、きょうの

日経新聞にも出ていましたが、福岡空港は非

常に混雑をしていまして、混雑空港の指定を

されるということで、今後新規就航も難しく

なってくるし、時間で出発できなかったりと

か、到着おくれとかが非常に頻発していて問

題になっているというような記事がございま

した。 

 それと、やはりそれだけふえてきているん

で、価格も、以前は熊本より安かったみたい

な価格が、下手すれば熊本よりも高くなって

いるような状況なんです。そういった現状を

考えると、熊本の北部というのは、福岡空港

に大分取られていた部分があるんですけど、

そこの一部を、熊本空港のほうに引き寄せる

可能性としてはあるんだろうと思うんです。 

 今、北熊本エアポートバスについては、始

まったばかりで尐ないと思うんですけど、も

う尐し熊本の北のほうからこちらの熊本空港

に来れるような、一回体験をしてもらわない

となかなかそういったのはなりませんので、

そういった意味ではぜひこの辺も含めて考え

ていただきたいと思うんですが、その辺の認

識はどうでしょうかね。 

 

○藤井交通政策課長 委員おっしゃるとお

り、福岡空港を利用されている方、例えば国

際線あたりですと、70％ぐらい県内の方が利

用されている実績ございますので、そういっ

た方々をいかに熊本空港を利用していただけ

るかということは、いろんな角度からやらな

きゃいけないと思っていますし、以前アンケ

ート、実証も一部ございましたんですか、そ

のあたりで足りなかった課題等も含めて、今

後やっていかなきゃいけないと考えておりま

す。 

 昨年アンケートとりましたところ、企業さ

んでもやはり熊本空港を使いたいという方も

いらっしゃいますので、そういったところの

ニーズも踏まえながら、今後さらに検討して

いきたいと考えているところでございます。 

 

○池田和貴委員 熊本空港の活用についてい

くと、今の大きな課題はもちろんアクセスの

改善の中にあると思うんですけど、熊本県北

部のいわゆる福岡に行かれている方が、どれ

くらい熊本のほうの利便性によって帰ってく

るかということと、やはり県南の人吉とかは

鹿児島に行っていますので、そこをどれくら

いこちらのほうに使えるかという話だと思う

んで、そういった意味ではその辺の取り組み

は進めていただきたいと思います。 

 

○髙木健次委員 関連質問ということで、ち

ょっと私も尻切れとんぼになりましたけれど

も……。 

 

○池田和貴委員 済みません。申しわけあり

ません。（笑声） 

 

○髙木健次委員 今池田委員のほうからもお

話がありましたとおり、阿蘇くまもと空港を

今から活性化させるということからすれば、

非常にこれは大きな路線の開設になると思う

んです。ですから、課長が言うたとおり、集

積している企業をしっかり見ていただいて、

あるいはあの周辺の地域の方々に周知をして

いく、周知の徹底が短期間での成果につなが

っていくというふうに思いますから、これは

１カ月じゃなくしてずっと継続していってい

いと思うんですよ。１カ月で切って尐なかっ

たからやめるんじゃなくして、ＪＲでもそう

でしょう、最初は尐なかった、しかし皆さん
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がしっかり努力して頑張ってこられた、その

おかげで倍ぐらいの人数が利用しているとい

うことですから、特に県北のこの辺は、空港

に行くアクセスへの光の森経由とかあって渋

滞するから、非常に行きにくいところもあり

ますから、これは裏道というか、要所要所に

よっての裏道、非常に利便性がいい路線であ

ろうし、今回の計画だろうというふうに思っ

ておりますから、ぜひこれは１カ月じゃなく

して、継続してやっていくというふうな方向

で取り組みをしていただくならば、大変あり

がたいというふうに思います。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 今のは要望でいいんです

か。 

 

○髙木健次委員 はい。 

 

○髙島和男委員 36ページお願いします。 

 空港の駐車場ということで御説明をいただ

きまして、平常も30分までは無料化というこ

とでありますが、一方で、別添の資料では、

事前の精算機を今回設置をされるということ

ですけれども、ちょっとそこいらをもう尐し

詳しく説明していただいていいですか。 

 

○藤井交通政策課長 済みません、ちょっと

説明が悪かったと思います。もともと入場し

て30分間は無料になります。30分以内で出る

場合は料金は要らないというシステムが導入

されるということと、例えば事前精算機と申

しますのは、いつも出口のところで精算して

おりますけども、事前精算機で支払っておけ

ば、そのままスムーズに出られるシステムの

機械ができるということの２つの話でござい

ます。 

 

○髙島和男委員 そうしますと、事前の精算

機は具体的にお幾ら支払うようになるんです

か。 

 

○藤井交通政策課長 30分であれば無料でご

ざいます。 

 

○髙島和男委員 事前にですよね…… 

 

○森浩二委員長 カードかなんか出てくるわ

け、事前に。どういったシステムか……。 

 

○小金丸政策監 事前精算機でございますけ

ど、今は駐車をした後にゲートに車を運転し

ていって、そこで支払う仕組みになっており

ますが、それを例えば車に乗り込む前に支払

うとか、そういったシステムになるというふ

うにちょっとお聞きしているところでござい

ます。 

 

○髙島和男委員 わかりました。私は県立劇

場あたりの駐車場をちょっとイメージして、

駐車場に入るときに400円なり払って、そし

てスムーズに出られるのかなと思って、済み

ません、失礼しました。 

 

○藤井交通政策課長 申しわけございませ

ん、説明がまずくて。出口は１カ所、今まで

どおりでございます。入り口が２カ所になる

ということでございます。 

 

○髙島和男委員 はい、了解です。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○内野幸喜委員 空港整備とちょっと関係し

てくると思うんですが、先々週ですか、酪農

関係の方々と意見交換する機会があって、熊

本空港がソウル線、それから台湾高雄線、香

港線、３つの国際線が今就航しているという

話をさせていただきました。そうしたとき

に、酪農関係の方々は、防疫体制というのを



第５回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成28年２月22日) 

 

 - 12 - 

非常に心配されていまして、ジカ熱の件もあ

りましたし、一番心配されたのはやっぱり口

蹄疫ですね。 

 そうした海外からの観光客の方に来ていた

だくというのは大変うれしいことなんですけ

ど、その防疫体制についてどのような今対策

をとっているのかということを、ちょっと話

していただけませんか。 

 

○小金丸政策監 御質問いただきました防疫

体制でございますが、空港での水際対策、こ

とに家畜伝染病に対する水際対策につきまし

ては、農林水産省の動物検疫所が実施してお

りますが、空港におきましては国際線ターミ

ナルビル、搭乗橋から入国審査に至る手前の

段階で、まず消毒マット、これを設置してお

りまして、全ての方の靴底を消毒するという

ようなシステムをとって、ウイルスを防いで

おります。 

 あと、実際、韓国からのお客様などは、ゴ

ルフ客の方が多うございますので、そういっ

た方々につきましては動物検疫所のほうが、

外国語のボードを示す中で告知をいたしまし

て、ゴルフバッグからゴルフ靴を取って、そ

れは自己申告にはなりますが、手作業で消毒

薬の中につけ込んでウイルスを防止すると。

現状そのような取り扱いをしているところで

ございます。 

 

○内野幸喜委員 そういう対策をとっている

と、比較的防げるというか……。 

 

○小金丸政策監 そうですね。現在、他空港

においてもこれと同様な取り扱いをしていま

す。また、阿蘇くまもと空港につきまして

は、生きた動物が入ってくるような仕組みに

はなっておりません。阿蘇くまもと空港の場

合にはいわゆる人を介する防疫ということに

なりまして、まず、こういった家畜伝染病は

土に付着したものが多うございますので、そ

のような形で水際対策を施されているという

ふうにお聞きしております。 

 

○森浩二委員長 いいですか。ほかに。 

 

○鎌田聡委員 申しわけないです。済みませ

ん、空港の駐車場関連ですけども、今回283

台分増ということで利便性も高まりますけれ

ども、要は空港環境整備協会の収入もふえる

ということになると思いますが、34ページに

あります環境対策費で県と市町村に落として

いただくということでやってこられたと思い

ますが、今回こういった拡張で利用料が上が

る分、またさらにこの辺の環境対策費の増額

をぜひ求めていただきたいと思いますけど

も、その点いかがでしょうか。 

 

○藤井交通政策課長 空整協の予算につきま

しては、駐車場の収入を環境対策とか周辺の

自治体の影響のあるところにということで今

までやっておりますが、一昨年ぐらいからそ

ういった利用方針が、これまでやってきたも

のと尐し見直しが一部入っているのは事実で

ございます。その中にありまして、空港の活

性化につながる、取り組みを今空整協のほう

で考えられておりまして、そういった中で、

駐車場も広がりますので、そういった費用に

使えるように要望していきたいと考えており

ます。 

 

○鎌田聡委員 そこはしっかりとですね。県

民の駐車場代が全部国に持っていかれるとい

うことは非常に問題だということで、ずっと

意見提起もあっていたかと思いますけども、

ぜひその辺を増額を求めていただきたいと思

います。 

 それと、続けて。空港までのアクセスのお

話で、別添資料をいただきましたやつで、８

ページに、熊本市内からのアクセス手段とい

うことで空港リムジンバスが載っております
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が、ここで利用者が年々増加して一部積み残

しが発生しているということでありましたけ

れども、積み残しは熊本駅からの積み残しが

出ているということなんですか。どのくらい

の積み残しが出ているんですか。 

 

○藤井交通政策課長 積み残しにつきまして

は、空港から帰る場合の積み残しです。あ

と、人数についてはちょっと把握ができてお

りません。 

 

○鎌田聡委員 よろしいですかね。熊本のほ

うから向かう分ではないということなんです

ね。 

 

○藤井交通政策課長 それは、あるとは伺っ

ておりません。 

 

○鎌田聡委員 どちらかというと、そちらは

余り来ないということですね。 

 

○藤井交通政策課長 空港で待っていらっし

ゃる方が多くて、１台に乗りきれなくて、次

の便まで待ってもらうというのが出ておる模

様です。 

 

○森浩二委員長 よろしいですかね。 

 

○鎌田聡委員 では、空港からのお客さんを

積み残しているということは、その分はどう

なんですか、空港ライナーのほうに引き取る

んじゃなくて、やっぱりお任せしているとい

う状況なんでしょうか。 

 

○藤井交通政策課長 はい。お待ちになって

いる方もいらっしゃいますし、時間によって

はタクシーを利用されたとか、目的地に向け

て利用される方もいらっしゃると思います。 

 

○鎌田聡委員 それだけ多く来られていると

いうことは歓迎ですけども、来られた方が残

ってまた待たせるというのも、既にこれは問

題だろうと思いますので、この辺の対策とい

いますか、そこはやっていただきたいと思い

ますし……。 

 また、逆に空港ライナーのほうをしっかり

と専念していただいて、そちらのほうに全部

シフトしていただくような誘導も必要であろ

うかと思いますので、その辺の対策をやって

いただきたいと思います。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○鎌田聡委員 はい。 

 

○岩下栄一委員 関連していますけれども、

きのう熊本城マラソンがあって、市内の各所

は交通規制で随分車で移動しにくかったんで

すね。それで、やっと新町でタクシーつかま

えたら、何か空港にお客さん運んでいくの

に、大抵きょうは難儀しましたて運転手が言

いよったですたい。それで、航空機に間に合

わないということですね。そんなことを考え

ますときに、都市圏からのアクセスを、特に

豊肥線の利用をどんどん促進してほしいな

と、空港ライナーをですね、いうふうに思う

わけです。 

 軌道を走るのは豊肥線しか当面ありません

から、そのうちはぜひモノレールてでもつく

ってほしいけれども、（笑声）それはまあ夢

のまた夢ですから、豊肥線を有効に利用した

都市圏からのアクセスをどんどんＰＲして、

タクシー会社なんかにＰＲしていってもらい

たいなと思います。それは要望です。 

 それからもう一つ。大空港といいながら、

まだ小さい空港ですね、熊本空港は。そうい

う中で、今離発着というかな、何便ぐらい１

日にあるんですかね。 

 

○藤井交通政策課長 21ページの「（全
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般）」の一番最初の行でございますが、現在

は８路線42便が８路線39便に変わってきまし

て、今現在８路線39便でございます。それと

国際線が３便ということです。 

 

○岩下栄一委員 それで、国際線もふえます

し、今後の問題ですけど、同時刻に離発着す

る飛行機は幾らかあるのかなと思って。とい

うのが、去年ですか、外国の空港ではニアミ

スとか航空機事故が空港内で随分起こってい

るんですね、ということを考えますときに、

考え過ぎかもしれぬけども、同時刻に飛んだ

りおりたりする飛行機がどれくらいあるかな

と思ってですね。別に答えは要りませんけど

も……。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○岩下栄一委員 はい。 

 

○藤井交通政策課長 国内線では、例えば朝

の７時35分というので２便、ＪＡＬとＡＮＡ

が一緒でございますし、夕方ＪＡＬとＡＮＡ

が同じ17時半というところで重なっていると

ころもございます。 

 

○森浩二委員長 ほかに。 

 

○前田憲秀委員 説明資料の45ページ、最後

に御説明をいただいたＩＣカードの相互利用

の件なんですが、課長ともいろいろ意見交換

もさせていただき、いよいよ片利用、全国の

カードが使えるようになるんですけど、今ま

で例えば阿蘇くまもと空港におりた県外のビ

ジネスマンが、リムジンバスに乗ってパスモ

とかスイカが使えなかったという事例を、私

でさえ何回か聞いています。そういう人たち

に、使えるようになりますという何かアピー

ルの手段ですね、そういうものは何かいろい

ろやられているんですかね、再度確認をした

いんですけども。 

 

○藤井交通政策課長 バスカード使えるとこ

ろには提示するような形で、事業者さんのほ

うも周知を図られていると聞いておりますけ

ども、あとあわせて――新聞にもこないだ出

させていただきましたけども、今後も利用に

向けて周知をしていきたいと考えておりま

す。 

 

○前田憲秀委員 これは附帯決議もついて実

現するわけなんですけども、全国の10種類の

カードが使えるというのは、本当に熊本はま

れであるという、そういうアピール性と利便

性、しっかり訴えてほしいなと思います。 

 例えば、23日には何かそういうイベント的

なものもあるのやなしや余り聞いていません

けども、例えば空港にもお金をかけないよう

に、全国のカードが使えますというアピール

の看板を設けるなり、そういった周知も必要

なのかな、もちろんホームページの発信とか

ですね。 

 例えば、県のホームページでわかりやすく

発信をしていただければ、委員の皆さん方も

ＳＮＳたくさん使われていますので、それで

発信をするとか、いろいろそういう手段を使

っていただきたいなと思うんですけど……。 

 

○藤井交通政策課長 御意見踏まえまして検

討してみたいと思います。どうそぞよろしく

お願いします。 

 

○前田憲秀委員 済みません。１月の24日、

25日の大雪、数十年に一度の大雪ということ

で、県内の交通機関が非常に麻痺をいたしま

した。私も仕事上で県南地域にずっと移動を

していたもんですから、八代、芦北方面は大

渋滞でありました。高速道路はたしか25日ま

で不通だったと思うんですけど、あんな状況

下でさえ新幹線は８分なり10分おくれできち
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んと動いていたんですよね。 

 ですから、一つ思ったのは、道路上で一夜

を明かした方々も結構いらっしゃったと聞く

んですけども、この先の状況は、道路の瑕疵

は「♯9910」だと、ああいうのできちんと聞

けるんですけど、ああいうときの状況みたい

なのは何か発信のすべはあるんでしょうか。 

 私は、振興局に直接お電話して確認ができ

たので、車を置いて新幹線に移動したりとか

できたんですけど、一般の方々はああいうと

きはどうされるのかなというのは、数十年に

一度でもあったんですけど、そういう確認の

すべみたいなのはどうなるんですか。 

 

○森浩二委員長 これはどこですかね。 

 

○高永道路保全課長 道路保全課でございま

す。大雪に際しての交通どめ等につきまして

は、県のホームページでも、通行どめの状況

等を皆様にお知らせしておりますし、県のホ

ームページから、国交省の管理道路等の状況

もお知らせしているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○前田憲秀委員 ホームページも確認しまし

た。さまざま道路状況の電話サービスの形態

も確認したんですけども、なかなかタイムリ

ーさというのは実際体験して、今この道がど

うなのか、この先がどうなのかというのはわ

からない状況を体験したもんですから、情報

発信は、やっぱりふだんよりもああいうとき

は日も暮れてきて夜になると危険性も増しま

すし、そこはもう一回いろいろ検討という

か、やっていただきたいなという思いがあり

ました。 

 それと、新幹線はほぼ定時で動いていたと

いう、そういう情報もやっぱり必要なのかな

と。まさしく高速交通ネットワークという意

味では、ああいう事例を踏まえていろいろ検

討をしていただくのも大事なのかなと感じま

したので、これは要望で終わらせていただき

ます。いいです。 

 

○森浩二委員長 いいですね。 

 

○小杉直委員 ほんなら要望２点と質問を２

点。 

 最初に要望からいきましょうか。藤井さん

ばかりになってえらい気の毒かばってん、５

ページ。ここに宇城氷川スマートインターチ

ェンジ、北熊本スマートインターチェンジ、

城南スマートインターチェンジ、人吉球磨ス

マートインターチェンジ等々が載っておりま

すが、どれも供用開始とか用地が98％取得済

みとか、今年度から用地買収に着手となって

おりますが、髙木県議がおっしゃった北熊本

スマートインターチェンジだけは、事業期間

が平成23年度から平成27年度までになってお

りましたけれども、「完成は困難な状況」と

書いてあるわけですな。 

 23年ころだったと思いますが、議長時代に

熊本市にも来ていただいて、以前にも話した

と思いますが、しっかりお願いしたわけです

が、徐々に熊本市のほうも本腰を入れつつあ

るという話は聞いておりますが、どうぞひと

つ引き続き市との連携をしながら、リーダー

シップを随所に発揮しながら、これが完成す

る方向で頑張ってほしいということが１点。 

 ２点目、26ページ。このページに、台湾高

雄から熊本への50便のインバウンドチャータ

ー機云々と説明のあったときに、藤井課長

が、県のほうでも台湾の地震に対する義援金

を募集する手続を今しておりますとおっしゃ

ったですね。きょうは自民党県連会長の山本

委員も御同席ですが、自民党県議団では既に

義援金を幾ら送るというふうなことを決めた

り、また議会棟の入り口には義援金箱を設置

したりしておりますので、参考、念のため説

明しておきます。（笑声） 

 次に、質問。34ページ、これは要望と質問
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が重なりますが、阿蘇くまもと空港が広域防

災拠点として対忚できるよう、自衛隊輸送機

を複数機駐機可能な駐機場（エプロン）整備

を計画、これは完成しておるわけですな。 

 

○藤井交通政策課長 はい。 

  

○小杉直委員 今度の知事選の前の前哨戦で

蒲島知事は、この広域防災拠点をしっかり説

明をあちらこちらでされております。それ

で、これは藤井課長たちが委員長と話をされ

て、一度委員会の希望者だけでもこれを視察

にいくとか、あるいはそれが無理ならば尐な

くとも私を案内してもらうとか、そういうふ

うなことをしていただけぬでしょうか。 

 

○藤井交通政策課長 そうさせていただきま

す。ぜひやりたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

○小杉直委員 2点目の質問。これ、阿蘇く

まもと空港駐機場拡張と概要説明の中で、新

たなアクセス道路の新設という説明があった

ですたいね。これも前に質問しましたが、私

はどうもあのトンネルが気になっとですた

い。あすこで事故とか、あるいは大きなトラ

ブルがあったときに通れない、飛行機に間に

合わない、そういうことでは、大熊本空港構

想の話もありましたけれども、迂回路につい

てどの程度整備できたか説明してください。 

 

○宮部道路整備課長 道路整備課でございま

す。済みません。第２空港のところのトンネ

ル、小杉委員が言われたとおり、ここを本来

でいくならば拡張するのが一番ベストだろう

ということは思っているんですが、やはり空

港の下、エプロンの下ということで、拡張は

大変といいますか、不可能に近いというふう

に我々は考えております。 

 したがいまして、まず１つとして、現在こ

の第２空港線の下のトンネルの交通量を分散

するということで、ちょっと離れますが、西

側に443号、国道の443号のほうの４車線化を

今現在進めております。443号の曲手に交差

点部分がありますが、443号の曲手の交差点

のところを今工事をやっておりまして、あと

あわせて今２車線になっています上村橋のと

ころの改良を、28年度から新規に着手すると

いうことで今進めております。 

 まずは、443号の４車線化というところを

早急にやり遂げて、第２空港線のトンネルの

ところが何か有事の際もしくは災害のとき

に、そっちのほうに迂回させるということで

現在やっているところでございます。 

 あわせて、堂園小森線につきましても現在

改良を行っておりまして、東側からの緊急迂

回といいますか、そういうのにも使っていき

たいというふうに考えております。 

 以上です。 

 

○小杉直委員 あとは要望になってしまいま

すが、危機管理的な観点からそれは忘れない

ように――忘れちゃおらぬですけれども、し

っかり万が一のことがあった場合の迂回路作

戦とか回避作戦は引き続き県警とも協議しな

がら進めてくださいね。そういうことでよろ

しくお願いしときます。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○小杉直委員 はい。 

 

○森浩二委員長 ほかに。 

 

○大平雄一委員 済みません。別添資料②で

すね、新たなアクセス道路の新設ということ

で、堂園小森線からの引き込みのほうが、多

分町道になると思うんですけれども、益城町

の人たちはほとんど使われない。町道で町が
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負担をするというようなことになっているこ

れまでの経緯として、なぜ町が負担すること

が……。 

 

○高永道路保全課長 道路保全課でございま

す。道路保全課は市町村道事業を所管してい

るものですから、お答えできる範囲でお答え

をしたいと思いますけど、益城の町道計画

は、グランメッセ木山線から農道の農免道線

にかけて一連の計画をお持ちでございまし

て、町のほうで各種交付金事業でこれまで事

業を実施されてきておられます。町のほうの

計画として、第２空港線と並行した路線の整

備を進められているところでございます。 

 以上でございます。   

 

○森浩二委員長 いいですか。 

 

○大平雄一委員 誰の質問・質疑もないです

ね。あれば終わってから……。 

 

○森浩二委員長 よかですか。 

 

○岩田智子委員 済みません。とても基礎的

なことをお伺いします。 

 空港アクセスについてですけど、もとにな

る調査が、国土交通省の調査の結果がここ

に、別添資料③の一番最初ですね、ついてい

ますけれども、これは３年ごとの調査になっ

ているようですが……。私が空港に行って

も、どこから来ましたかと聞かれることはな

いので、どういうふうな調査方法なのかとい

うことと、これを見ると28年度にこれがまた

わかるのかなというふうに思いますが、動向

的にはどういうふうに予想をされていますか

という質問です。  

 

○藤井交通政策課長 まず最初に、利用者数

につきましては、大阪航空局の空港管理事務

所熊本事務所がございますので、そこで把握

された数字がこの利用基礎になっておりま

す。 

 アクセス手段とか出発地など、これは飛行

機の中である便でサンプル調査がなされると

きがございまして、それに基づくデータでご

ざいます。それで自分はどこから来たとか、

そういうのを書いていただくような形で調査

が行われておりました。毎年度一忚調査がご

ざいます。 

 

○岩田智子委員 毎年度。そうですか。  

 

○藤井交通政策課長 ただ、その集計された

のがどういう公表の仕方か、ちょっと今手元

にございませんので、また詳細わかりました

ら御報告させていただきます。 

 

○岩田智子委員 予想的には、25年なのでち

ょっと古いかなと思ってですね。 

 

○藤井交通政策課長 予想的にはインバウン

ド等がふえておりますので、海外、県外から

の利用者の割合で尐し高まっているのかもし

れません。あわせて、利用者のほうは今回復

基調で、先ほど申し上げました底をつけた

後、回復傾向にあると、利用者は全体として

ふえていると思うところでございます。 

 

○岩田智子委員 この調査が基礎になってい

ろんな取り組みがあると思って、今度のライ

ナーとかの御代志からのものもとても私もい

いなと思って期待をしています。チラシをこ

の前いただいたので、ああいうのもＳＮＳか

なんかで宣伝できればなと思っていますが、

それは自由に使えますか。 

 

○藤井交通政策課長 どうぞお願いいたしま

す。 

 

○岩田智子委員 わかりました。 
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○山本秀久委員 委員の方は、他に質問はな

いですか。（笑声） 

 

○池田和貴委員 済みません。これは道路整

備課及び土木部のほうに質問なんですが、今

回道路関係ですね、補正予算がついたという

ことで先ほど御説明をいただきました。それ

で、今回の補正予算でいわゆる整備費用がつ

いたと思うんですが、それ以外に例えば用地

費だとか設計費だとか、実際の工事する以外

の予算の手当てというのは、補正予算でされ

ているところがあったんでしょうか。 

 

○宮部道路整備課長 今回の補正に関しまし

ては、防災関係で工事に限ってということで

きていますので、用地と後は測量・設計、こ

れについては補正予算はついていないという

ふうに思っております。  

 

○池田和貴委員 大体、今補正予算というの

はそういう形で、工事そのものにしか予算が

つかないような感じになってきているんだと

思うんです。とすると、例えば消費税が今後

どうなるかわかりませんが、その前の経済対

策だとか、消費税終わった後の、例えば経済

が落ち込んだ後の経済対策とかを考えたとき

には、そういった例えば用地が終わっている

とか、設計が終わっているとか、いわゆる工

事に着手できる場所がないと、そういった経

済対策に対する、せっかくあっても、なかな

かそこに、タイムリーにこちらから要望して

いくような箇所というのが尐なくなっていく

可能性があるんだと思うんです。 

 そう考えると、今後そういうことも踏まえ

た上で、特に用地とかは城南インターチェン

ジのやつを見ても、実際用地に入ってみる

と、いろいろな事務手続で買えなかったりと

かというのがあるんで、ここは根本的に、今

の予算が、大体当初予算では県の要望を満た

しきれなくて、その部分を補正予算でお願い

するというような形である以上は、やっぱり

そこに対しては明確な方針を持って今後やっ

ていかないと、多分補正の要望をしても、そ

ういうものがなくて、要望はするけど箇所が

なくて取れないとかという可能性もあるんじ

ゃないかと思うんですけど、その辺はどがん

ですかね。 

 

○猿渡土木部長 おっしゃるとおりでありま

して、やっぱり用地のストックというのは確

保しておかなければいけないということであ

ります。24年度の補正予算、かなり大規模な

補正予算がありまして、それまでは用地につ

きましてストックをかなりためておったんで

すけど、しかしながら大規模な補正予算があ

りましてかなり使ってしまいました。それ

で、その後しっかりストックを上げようとい

うことで、今だんだんだんだん右肩上がり

で、ストックのほうは改善しているというよ

うな状況でございます。 

 それから、補正予算につきましても、実は

今回の補正予算につきまして、測量とか用地

とか、そういうのも対象にならないだろうか

という働きかけはしたものの、今回工事だけ

ということだったので、こういう形になった

ということでございます。 

 今後とも、おっしゃられますように用地ス

トックそれから設計ストックも合わせて、し

っかり対忚していきたいというふうに考えて

おります。 

 

○池田和貴委員 限られた予算の中でどう振

り分けするかというのは、そっちのほうだけ

を重きにいくと実際の事業量が減ったりと

か、いろんな負債もあるかとは思うんです

が、そこは補正予算が工事しかできないとい

うことがあらかじめ想定できるんであれば、

そういったものを踏まえた上での戦略をぜひ

立てていただくようにお願いをしたいと思い
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ます。 

 

○森浩二委員長 いいですか。ほかになかっ

たら……。 

 

○山本秀久委員 ほかはないですか。（笑

声）５分間許してください。 

 今西回り高速道がようやく津奈木インター

まで38年間かかってまいった。職員の皆さ

ん、部長以下わかっている人はいないと思

う。40年――50年か、50年に当選からずっと

西回り高速道の必要性を訴えた私ですけど、

それが今ようやく38年かかって私のすぐ近く

の津奈木まで、水俣まで40年かかるわけ。 

 そういうのが道路行政ということに、委員

の皆さんが済んだ後に申し上げたかったの

は、それだけ道路というものに対しては時間

がかかるということ。何でもできそうと思う

けどできないんだ。これは私が当選して、こ

こに岩下委員もおられるけど、同期なんで

す、当選が。私はそのとき、西回り高速道の

必要性を訴えたわけだ。水俣・芦北地域振興

計画の策定をするために県会議員に出てきた

から、その中身の一貫性として、西回り高速

道は九州の大動脈であるから、何とかこの道

路を早くつくれと、これが必要であるのだと

いうことを訴え続けた。この職員の中でその

話聞いた人はいないと思うよ。私は生き証人

として物を言っているわけだ。 

 だから、今委員の皆さん方が、いろいろな

道路の業務に対して懇切に申し上げられるか

というと、生易しいもんじゃないんだ。その

私の歴史を踏まえてもらうと、道路というも

のの整備というのが、いかに時間がかかるか

ということと、いかに難しいかということ、

そういうことをよく考えていただきたい。 

 今見てごらんなさい。あれも、九州の大動

脈であるからそこを４車線をと言ったのに、

それがどうして曲がったか。八代から曲がっ

てしまった。あれは橋梁とトンネルだけです

よ。橋梁とトンネルが一番道路に金がかかる

んです。これはみんな知っとってください。

これが何だったのか。何で八代から曲がらに

ゃならなかったか。九州の大動脈の道路が、

何で途中から曲がってしまうか。そして大き

な二千何百億も金が投資された。そういうこ

とを考えてみろ、そこが私許せないところ

だ。 

 ただ、政治というものは、皆さんもよく知

っておってもらわにゃ、途中で曲がるから。

（笑声）曲がらぬように物事を進めてもらわ

なければならぬ、それをよく自覚しておいて

ほしい。それを私が体験した以上、物を言っ

ているわけだ。 

 どうぞ職員の皆さん、今の話は今初めて聞

いたと思う。部長ぐらいしか知らぬだろう、

部長がまだ係長ぐらいだったから。この話

を、西回り高速道の必要性を訴えたときに

は、そのときの企画開発部長というのが、何

十年先のことを言われても答弁のしようがな

いばいと言ったんだ、一般質問で。言わなく

ていい、俺は議事録に残すだけ残すというこ

とを言ったら、その当時の沢田知事が、やっ

てくださいと知事が言った。初めて議事録に

載った。 

 それから38年間、そういう情勢を踏まえと

いていただきたい。あとの後輩の職員の皆さ

ん方よくそこを認識して、これからの各委員

の言葉に対して適切に対忚していただきた

い。 

 以上です。 

 

○森浩二委員長 いいですか。それでは質疑

は終了したいと思いますけど、よろしいです

か。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 それでは、次に、議題(2)

閉会中の継続審査についてお諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの
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で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいでしょうか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 異議なしと認め、そのよう

にいたします。 

 その他で何かありませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○森浩二委員長 なければ、本日の議題はこ

れで終了いたします。 

  午前11時６分閉会 

                  

 ここで、本年度最後の委員会ということで

ございますので、一言お礼の挨拶をさしてい

ただきたいと思います。 

 昨年の６月から委員長としてこの委員会を

取り仕切ってきましたけど、山口副委員長を

初め委員の皆様、それと両部長を初め執行部

の皆様、本当に御協力いただいてこの１年間

無事にやり上げたことを、心から感謝申し上

げます。 

 この１年間振り返ってみますと、外国路線

の２路線開通しまして、本当に熊本県にとっ

てはよかったかなと思っております。それ

と、西回り自動車道も今月27日開通しますけ

ど、やはりこの高速交通の委員会として、本

当にうれしい限りだと思っております。 

 それと、昨年の10月、沖縄に研修いたしま

したけど、皆さんたちのおかげで無事に研修

を終了することができました。ただ、モノレ

ールを視察したんですが、やはり空港には鉄

軌道の乗り物が必要かなと思いますが、熊本

県としては予算がないので、きょう委員会で

もありましたように、御代志からの空港バス

ですか、そういうのを進めてほしいなと思っ

ております。 

 来期はどこの委員会にいくかわかりません

けど、またよろしくお願いしておきます。 

 では、副委員長のほうもお願いしておきま

す。 

 

○山口裕副委員長 それでは、引き続き御挨

拶を申し上げます。 

 森委員長のもとで委員各位の御協力のも

と、委員会１年間、特別委員会の補佐を務め

ることができたことに感謝を申し上げます。

  

 きょうの審議でもありましたように、公共

交通そして道路整備、さまざまな観点から県

民生活に重要な課題であるなということを認

識するところです。そしてまた、山本委員か

ら御発言がありましたように、やっぱり一朝

一夕にできるものではなく、今できることを

しっかりやることが何よりも重要だなという

ふうに感じるところです。 

 本当に執行部の皆さんには、我々の質問に

真摯に答えていただきましてありがとうござ

いました。今後とも皆さんが着実な歩みを進

めていただくことが、引いては県民生活の向

上につながるものと思っております。どうぞ

皆さんの御健勝と御多幸をお祈りしまして、

御挨拶とさせていただきます。ありがとうご

ざいました。（拍手） 

 

○森浩二委員長 それでは、これをもちまし

て本日の委員会を閉会します。 

  午前11時８分 
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